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汚水処理事業の現況と課題 

平成２２年１１月１７日 

仙 台 市 
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汚水の整備状況 ■ 公共下水道 
■ 農業集落排水 
■ 地域下水道 
□ 個別処理 
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汚水の整備状況 
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  汚水処理適正化構想 
 ・未整備地区を対象にして，集落単位で集合処理と個別処理の費用比較（ｲﾆｼｬﾙおよびﾗﾝﾆﾝｸﾞｺｽﾄ） 

   により，経済的に有利な手法を選択 

 ・平成９年度策定 ⇒ 平成１５年度改定 

  目的 
 ・生活様式の高度化，良好な自然環境の再生に対応するため，汚水処理事業を一元的に実施するこ 
  とにより，全戸水洗化，公共用水域の水質保全を図る  

汚水処理一元化の取り組み 

    

＜都市計画区域界＞ 

市街化調整区域 
  

  
市街化区域   

  
公共下水道   

  

  

  

農業集落排水事業 

特定環境保全公共下水道 

地域下水道 
（コミュニティプラント） 

＝ 

＜行政区域界＞ 
※イメージ 

グレーの部分の処理 
手法を確立し普及率

100%を目指す 

公設公管理 
浄化槽事業 

  汚水処理事業の一元化 
 

 ・平成１２年度に農業集落排水事業を統合 
 

 ・平成１５年度に浄化槽事業（民設）を統合 
 

 ・平成１６年度から公設公管理浄化槽事業を開始 
 
 
     平成１６年度より全事業を 
     下水道事業会計に一元化 
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汚水処理適正化構想によるコスト比較 

  初期構想（H9策定）と現構想（H15策定）のトータルコスト（72年間＝管渠耐用年数）比較 

初期構想（Ａ） 現構想（Ｂ） 

・整備率約99%の時点において，未整備地区の4,500戸を対象に，全戸水洗化に向けた 
  汚水処理整備手法（集合処理・個別処理）を検討 
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汚水処理事業の経費回収率等 
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 全ての汚水処理事業を下水道部門で所管することにより，情報の一元化，投  

   資・維持管理の効率化が可能 
        ・計画区域の変更（拡大，縮小），処理区域の告示 

     ・運転管理業務の統合等による経営効率化 

  最適な汚水処理手法の選択が可能 
     ・集合処理と個別処理の境界部において，個別の費用比較により，最適な整備手法の選択が  

      可能となる 

  整備手法にかかわらず，使用料水準の均衡が図られる 
     ・居住地による負担の格差は生じない 
 

  最適な汚水処理事業の選択が可能 
       ・地域特性（用途，既事業区域との連担など）や事業の採算性，効率性を勘案した，最適な事  

      業手法を選択することができる 
 
 

   

汚水処理事業一元化のメリット 
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  仙台市が管理する公共下水道・農業集落排水処理施設・公設浄化槽処理水のBOD 
                                     （平成21年度における平均値） 

消毒前BOD 消毒後BOD 

集
合
処
理

公共下水道 
（５ヶ所） － 6.2 mg/L 

 農業集落排水処理施設
（15ヶ所） 18.2 mg/L 7.5 mg/L 

個
別
処
理 

公管理浄化槽 
（1093基） 

24.8 mg/L － 

公管理浄化槽と下水処理場の放流水質の比較 

農業集落排水施設１５ヶ所全てについて，消毒前BODと消毒後BODを測定 
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公管理浄化槽の放流水質分布 

公管理浄化槽における放流水質の特性（平成21年度） 

放
流

水
B

O
D

 （
m

g/
L
）
 

 

基数 

BOD 20mg/L以下＝601基 
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仙 台 市 全  国 

浄化槽基数 1,669基 2,630,707基 

11条受検数 1,589基 1,275,917基 

受検率 95.2％ 48.5％ 

合併浄化槽法定検査受検率（平成20年度） 

※浄化槽法第１１条 
 

   「 浄化槽管理者は，環境省令で定めるところにより，毎年１回指定検査機関の行う 
      水質に関する検査を受けなければならない。 」 
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集合処理 
 

  ・人口・都市の変化への柔軟な対応の困難性 
 

   ・人口密度が低い地域（農業集落排水）での，一戸当りの整備・維持管理のコスト増 
 

   ・汚泥処理の処分手続き・コストの問題 
 

                   ※ 公共下水道              ⇒ 産業廃棄物 
                      農業集落排水・浄化槽 ⇒ 一般廃棄物 

個別処理 
 

  ・少量処理ゆえの負荷変動への対応の困難性 ⇒ 放流水質のバラツキ 
 

   ・法定検査の受検率の低さ（無管理浄化槽も一因） 
 

   ・１基当りの維持管理コストが集合処理より高い 
 

   ・浄化槽の老朽化・浄化槽撤去の問題 
 

   ・申請による設置のため行政主導による整備進捗が図れない 
 

   ・放流先の確保 
 

要望【汚水処理事業の一元化】 
 

   ・集合処理と個別処理の整備・管理基準の一元化 
 

   ・地域特性など，自治体の裁量が可能となる交付金の制度設計 
 

汚水処理事業の課題 
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アセットマネジメント 

アセットマネジメント導入の目的 

 
 
 

持続可能な下水道経営の仕組みを構築する 

アセットマネジメントが導入されると 
 

 サービスレベルを設定することにより，目標管理に基づく経営がなされる 
 

 施設情報の収集・活用によりリスクを評価し，リスクに基づいた保全作業によっ   
  て，長寿命化が図られるなど施設が適切に管理され，マンパワーや予算配分の  
  最適化・重点化が図られる 
 

 投資（新築，改良，更新）の優先順位が，リスク・サービスレベル・ライフサイクル  
  コストなど複数の要素を総合的に評価し決定される 
 

   業務手順を見直し可視化することにより，作業や業務の標準化や効率化が図   
      られる 

長期的な視点での収入と費用のバランスが図られる 
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